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DX 推進が生産性も顧客満足度も向上させ好循環を生み出す！DX プロ人材のアドバイス

が社内の意識改革に繋がった（株式会社 ABC） 

 

静岡市では、デジタル技術を活用して業務変革を目指す市内中小企業を支援する「中小企業等 DX 支援事

業（以下、本事業）」を実施いたしました。本事業は、株式会社ビザスクがマッチングする各企業の事

業領域・課題に最適な社外プロ人材が伴走支援することで、参加企業にとって実行可能かつ持続可能な

取り組みを目指すものです。 

今回は株式会社 ABC の取り組みについて、本事業の中心メンバーである経営管理部の川嶋江児様はじ

め、DX 推進チームの皆様にインタビューしました。 

 
DX 推進チーム 

 

Q 事業内容を教えてください。 

 

当社は、静岡県内を中心に 34 店舗のパチンコホールを経営しています。 

 
外観写真 
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Q 本事業に参加された経緯を教えてください。 

 

信頼している金融機関様から紹介していただきました。DX に精通しているプロの方にサポートしていた

だきながら、当社の DX 戦略自体をアップデートするために参加を決めました。 

 

Q DX の目的を教えてください。 

 

生産性向上。 

RPA や AI などを用いてバックオフィス業務を改善し、従業員がお客様と接する時間を増やすことで、生

産性及び顧客満足度の向上を実現させることです。 

 

Q エキスパートの決め手を教えてください。 

 

DX に精通しており、当社の現状を把握した上で DX 認定制度の申請やバックオフィスの生産性向上につい

て、アドバイスをしていただける方だと思い決めました。 

 

Q 本事業における取り組み内容を教えてください。 

 

情報を集約することで各業務の課題を認識し、エキスパートと共に仮説検証を行いました。具体的には

国が定める DX 認定制度の申請や長期 IT 戦略、DX におけるセキュリティー対策に関する様々なアドバイ

スをいただきました。 

また、バックオフィス業務では部分的に採用していた施策を全社で統一し、一貫した DX 促進に取り組み

ました。 

 
専門家との議論資料① 

 

Q エキスパートの支援による新たな気付きや成果をお聞かせください。 

以前は DX とは”大きな目標を立てて実現するもの”と考えていましたが、今回の支援を通して、一見す

ると成果がわかりにくいが小さな改善の積み重ねが結果的に DX 推進に繋がると気付かされました。 

 

また、エキスパートの考えや助言を経営陣に伝えることで上層部の意識改革に繋がり、今回新たに立案

した事業計画では初めて DX に関する項目を取り入れることができました。 
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エキスパートは「やりたくない仕事や無駄な仕事を削って楽しい DX にしましょう」と、従業員を大切に

する当社の文化をしっかりと理解し DX 方針を提案してくださいました。そのため、現場と意見交換を行

いながら DX を推進するという新たな視点を得ることができた点もよかったです。 

 
専門家との議論資料② 

 

Q 今後の展望を教えてください。 

 

DX を推進することで生産性向上を図り、接客対応や接客レベル向上に振り向けることで、事業や収益性

の向上につなげ、それを DX 投資や推進に結び付けることで更なる好循環を生み出していきたいです。 

そのために、まずは国が定める DX 認定を取得し、新たな人材の確保や AI 活用などにより近代的な対応

に繋げたいと考えています。 

また、今以上に DX 推進の意識を高め、従業員が DX に関する業務改善案や意見を積極的に出し合い、会

社がそれらを支援していくような環境を目指したいと考えています。 
 

 


